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コロナ禍で加速させた国際連携
―連携授業、協働発表、デジタル教材開発― 

（カンボジア）

2023年３月３日

EDU-Portシンポジウム

株式会社内田洋行教育総合研究所顧問／日本福祉大学客員教授

影戸誠



1995- ICT education をサポート
New Educational Expo 27年連続開催 現場も民間も行政も

World Youth Meeting 25年連続開催 民主主義の実践 SDGs



研究を実践に
Instructional Design
世界との連携で ICT教育を考える



ARCS model



2007年は
今のカンボジア
教材の開発・共有



文部科学省
プロジェクト

2007年
世界へ



カンボジアの現状 学力



学校の数 先生の指導力 卒業率



2017－コロナ前
ICT 活用 小学校英語

Learner-Centered



音 動き 発話促進 ARCSモデル
動きながら考える



Leaner-Centeredの体験



2019年 卒業後 現場で実践 EDU-Port



コロナ禍で
の実践

2020年６月



Covid19: 2020年６月15日
E-Learning 開始「これは使える」



１連携の強化

ストーリーと達成度



コロナ禍
2021年1月



コロナ禍での活動 日本訪問支援



内田洋行東京本社－大阪支店



「主体的、対話的で
深い学習」
GIGA School
大阪支店



開発中 デジタルコンテンツとサイト



300コンテンツ



2022年 現場での活用促進



なぜ可能か？ コロナ禍に設置した拠点
UCHIDA Future Classroom 2021年 7月

日本大使館、MoEYS



教員養成校 ICT研修
教室用コンテンツ開発



英語科教育法 算数指導法の開発



指導法開発－教育実習－定着





教材開発
Ph-JP・Ph-Cam

英語版－クメール語



教材で国際化 高校「探求」



教材で国際化 高校「探求」



教材を使って教育実習
期間6週間＋8週間



展望 共有活用へ

•全国の教員養成校（JICA建設4年制2大学を含む24校）
でサイト活用。 指導力サポート

•学校に行けないが、携帯で…

•プロジェクター 1,000台 集める

日本とつながりながら



Edu-Portに関わっての感想

• 自ら作り、自ら使う 日本の算数は世界一

• 教育実習＝ICT教材の実験舞台 6週間＋8週間

• 現場の先生の生活を知り、主体的に取り組むまで突き動かす

• 多くの国の支援、その中で選ばれる工夫、つながりの強化

• 日本の学びとカンボジアの学びをつなぐ 高校「探求」小学校

「社会科」

• ひろげる工夫 デジタルコンテンツサイト構築

• 使う＝教員養成系大学におけるICT教育の完成

• 正しくやること 戦争の導火線を断つ SDGsの実践



連携プロジェクト

• EDU-Portニッポン採択事業（2017～2022）

• 令和4年度採択事業：「コロナで発見！

日本-カンボジアICT授業の連携開発」

• JICA ”草の根協力支援型” 2022－2025

「地方教員養成校が導く地域ICTモデル校の実現」


